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学位論文内容の要旨

Small for gestational age ( SGA )児は,出生体重および身長が在胎期間別出生児体格基準

値と比べて10パーセンタイル未満と定義され, SGA での出生は成人期の健康面にも長期間

の影響を及ぼすことが指摘されているが,乳幼児期の健康面の影響についての検討は少な

い.さらに早産児のみならず,正期産児の SGA についてもその影響が報告されてきている.

我々は,SGA での出生の乳幼児期の健康面に及ぼす影響を,早産児と正期産児にわけて,一

般的な疾患による入院リスクを用いて検討した. 

SGA 児は,すべての原因の入院に関して,正期産と早産の両方で乳幼児期を通じて入院す

るリスクが高かった.また乳幼児期を通じて SGA 児では下痢による入院リスクが有意に高

かった.早産児との比較では,正期産のSGA児の乳幼児期における入院リスクが高いことが

明らかになった. このことは,正期産児の SGA 児数が,早産児の約 10 倍いることを考える

と,公衆衛生の観点からはその影響の大きさが予測された.SGA での出生は,早産児のみで

なく正期産児においても,幼児期の健康に影響を及ぼしていた.原因として下痢による入院

リスクが有意に高く,呼吸器感染症と同じように消化管疾患にも影響がある可能性が示唆

された.

論文審査結果の要旨

出生体重および身長が在胎期間別出生児体格基準値と比べて 10 パーセンタイル未満で

ある Small for gestational age(SGA) 児は，成人期の健康に影響を及ぼすことが指摘されてい

る。しかしながら，SGA の乳幼児期の健康面の影響についての検討は少なく，早産児のみ

ならず正期産児の SGA についてもその影響が懸念されている。 
そこで，研究者らは SGA の乳幼児期の健康面に及ぼす影響を，全国調査である 21 世紀

出生児縦断調査を用いて，早産児と正期産児に区分し，乳幼児期の一般的な疾患による入

院に対する影響を明らかにすることを目的とし，研究を行った。SGA 児は，対象とした入

院疾患すべてにて，正期産と早産の両方で乳幼児期を通じて入院するリスクが高かった。

また乳幼児期を通じて SGA 児では下痢による入院リスクが有意に高かった。早産児との

比較では，正期産の SGA 児の乳幼児期における入院リスクが高いことを明らかにした。 
委員からは，早産児と正期産児の SGA による腸管形成の影響について質問がなされ

た。早産児の腸管形成は脆弱であるものの，本結果は正期産 SGA 児で出生後の成長の

catch up の影響が乳幼児期の入院に影響を与えている可能性について考察し，回答を行っ

た。発表は的確で，周辺知識の学習も十分になされていた。

よって，本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。

Population-based longitudinal study showed that children born small 
for gestational age faced a higher risk of hospitalisation during early 
childhood 
（Small gestational age 児の乳幼児期の入院リスクに及ぼす影響の 
検討「２１世紀出生児縦断調査」より）


